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さん
（笹目小学校　2年）

家とお花がいっぱいあるしまがつながって
います。ピンクと水色の家があります。海
には、魚がいっぱいいます。家のまわりに
は、ピンクや水色、むらさきのお花がさい
ています。まわりには、水玉もようがあり
ます。

作品名

「しまとしまが
つながったしま」

第60回

今月は、「情報」「ラジオ」についての手話を紹介します。
問い合わせ　障害福祉課（内線 297）

両手のひらを前に向けて開き、5指を閉じなが
ら耳の方へ 2回引き寄せる。

左手で箱の半分をつくり、右手を 2回開く動
作をして、ラジオから音が出る様子を表す。

情報 ラジオ

×2 ×2

心を込めて、全力で

理化学機器の販売会社に50年勤務し、専門職の顧客対応をする中で、難しい知
識や立ち居振る舞いを一つひとつ丁寧に身に付け、役員まで勤め上げた小川さ
ん。支店長時代には、自ら業者に掛け合って部下の学びを後押しする仕組みを
整えるなど、面倒見のよさが光ります。
定年後もすぐに働き始め、現在は市内の病院の駐車場で、来院者の方が清々し
い気持ちになるようなやさしい声かけに、日々心を配っています。100mを超
える遊歩道での花植えボランティアにも1人で取り組み、枯草を取ることから
始め、各品種に適した土壌を調べたり、毎日の水やりを欠かさず続けたりと、
2年以上誠実に向き合い続けています。
「失敗は成功のもと。自分に任されたことは決してあきらめない。」と謙虚なが
らも力強く語る小川さん。毎晩就寝前に「一人反省会」を行い、もっとよい言
葉遣いはなかったか、お花をきれいに開花させるにはどうしたらいいのかなど
改善策を考え、今日もコツコツ努力し続けています。小川さんの若々しさと自
信に満ち溢れた表情が、何事にも手を抜かず、目標のために全身全霊で動き続
けることの大切さを教えてくれました。
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市長が全力で市内を取材し、紹介するコーナーです。
取材先で皆さんの声を聴き、キラリと輝く戸田の宝を発掘します。

Special photo

動画版も公開中 !

大企業出身の社長による働き方改革
学習参考書や医療専門書などの印刷物からウェブサイトまで、「情報に関するものづくり」
を手掛ける株式会社木元省美堂戸田工場を取材しました。代表取締役社長の木

き

元
もと

 哲
てつ

也
や

さんは、10年前まで総合電機メーカーのソニーに勤めており、50歳で木元省美堂の3
代目社長に就任しました。
「大企業の方が働き方の面で進んでるところがありますから」と、働き方改革を積極的
に進めてきた木元さん。残業しがちな印刷業の働き方を見直すため、毎週水曜日を「ノー
残業デイ」にしています。リモートワークを導入しており、栃木県在住の社員もいるそ
うです。また、社内のコミュニケーション不足を解消
しようと開発したのが「伝

つた

トレカード」。裏面に「グッ
ドジョブ」と「サンクス」と書かれた2種類のカードで、
表面に宛名や自分の名前、よい仕事や感謝の内容を記
します。「もらうと送りたくなりますし、手書きだとメー
ルやLINEとは違う温かみがあります」と語ります。

小学生が夏休みに印刷業を体験
同社はSDGs（持続可能な開発目標）への取り組みに熱心で、2024年に戸田市から「と
だSDGsパートナー」に認定されています。有害な廃液がほとんど発生しない「水なし
印刷」という方法を長年採用してきました。ほかにも「省電力UV（ECO UV）」の設備を
導入し、環境に悪影響を与えるオゾンの発生を抑えつつ、スピーディーな印刷を可能に
しています。資源の再利用にも力を入れていて、人にも環境にもやさしい会社を目指
しているそうです。
地域の子どもたちに印刷業に親しんでもらおうと、県
内の小学生向けに「プレミア教室」を開いています。
2024年からは「自分だけの本を作ってみよう!!」とい
うテーマで、パソコンで自分だけの本をデザインし、
インキの調色や、断裁、製本を体験。今年も定員の
10倍以上の応募があり、参加した小学生から「また参
加したい!!」との感想が寄せられたそうです。

株式会社木元省美堂（戸田工場）第50回

株式会社木元省美堂 
戸田工場：戸田市笹目8 -15 -2 7
学習参考書やドリル、医療専門書などの出版物や、
販促ツールといった印刷物のデザインから制作、
製造までを一貫して担う。ウェブサイトなどデジ
タルツールの企画、制作や、SNSも含めた情報
発信の戦略の立案や媒体の制作も手掛ける。顧客
の課題に多方面からアプローチしている。

本コーナーの題字の深緑色を、
インキを混ぜ合わせて調合す
る「特色」インキづくりに挑戦し
ました。シアン（青）とイエロー、
ブラックの3色のインキを計量し、
混ぜます。ねっとりしたインキ
をグラム単位で正確に量るのが
大変でした。

木元省美堂オリジナルキャラク
ターの「インキちゃん」。インキ
缶から生まれた妖精で、シア
ン、マゼンタ、イエロー、ブラッ
クの4色展開。キーホルダーや
きんちゃく袋、折り紙などのグッ
ズも販売しています。根強いファ
ンがいるそうです。

取材先募集中！ 市長が市内の企業や事業所など、皆さんのところへ取材に行きます。申し込みは市長公室（内線423）まで。

取材を終えて市長は
印刷業は本市の地場産業と言えるほど、工場や会社が集積しています。私
自身、高校時代に初めてアルバイトしたのは、市内の印刷工場でした。イン
キのにおいと共に、その体験を懐かしく思い出しました。木元省美堂は、
社員の働き方や環境に配慮し、今の時代に合った印刷業を実践しています。
私がつくった特色インキを使って、あっという間にポスターをつくっていただ
きました。長年にわたって蓄積した技術の素晴らしさを感じたところです。

動画は
こちら

商品化もされている「伝トレカード」

「プレミア教室」のようす
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